第２章　高齢者の現状と将来推計
第２章　高齢者の現状と将来推計

第２章　高齢者の現状と将来推計
[image: image1.emf]0.0%

4.0%

8.0%

12.0%

16.0%

20.0%

24.0%

28.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

昭和20年昭和25年昭和30年昭和35年昭和40年昭和45年昭和50年昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年平成22年

（万人）

65歳以上

高齢化率

15～64歳

0～14歳


第１節　高齢者の現状
第１項　人口構造
平成22年国勢調査によると、わが国の総人口は、平成22年10月1日現在で１億2,806万人となり、そのうち年少人口（0歳～14歳）は1,680万人（総人口比13.1％）、生産年齢人口（15歳～64歳）は8,103万人（総人口比63.3％）、高齢者人口（65歳以上）は過去最高の2,925万人（総人口比＝高齢化率22.8％）となっています。

また、高齢者人口のうち、65歳から74歳までの人口は1,517万人、75歳以上の人口は1,407万人となっており、後者は前者の伸びを上回る増加率で推移しています。
わが国の高齢者人口は、昭和25年時点では総人口の５％に満たなかったものが昭和45年に７％（国連の報告書において「高齢化社会」と定義された水準）、さらに平成6年にはその倍である14％を超え（「高齢社会」と称された）、今では22％を超えて本格的な高齢社会をむかえています。
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[image: image2.emf]（単位：千人）

昭和20年昭和25年昭和30年昭和35年昭和40年昭和45年昭和50年昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年平成22年

総人口 71,998 84,115 90,077 94,302 99,209 104,665 111,940 117,060 121,049 123,611 125,570 126,926 127,768 128,057

高齢者人口 3,700 4,155 4,786 5,398 6,236 7,393 8,865 10,647 12,468 14,895 18,261 22,005 25,672 29,246

高齢化率 5.1% 4.9% 5.3% 5.7% 6.3% 7.1% 7.9% 9.1% 10.3% 12.0% 14.5% 17.3% 20.1% 22.8%


資料：総務省「国勢調査」

府の総人口は、平成22年10月1日現在で886万5千人となり、そのうち年少人口は116万5千人（総人口比13.1％）、生産年齢人口は564万8千人（総人口比63.7％）、高齢者人口は196万3千人（高齢化率22.1％）となっています。

また、高齢者人口のうち、65歳から74歳の人口は113万人、75歳以上の人口は83万3千人となっています。

【大阪府の人口推移】
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[image: image4.emf]（単位：千人）

昭和20年昭和25年昭和30年昭和35年昭和40年昭和45年昭和50年昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年平成22年

総人口 2,801 3,857 4,618 5,505 6,657 7,620 8,279 8,473 8,668 8,735 8,797 8,805 8,817 8,865

高齢者人口 104 143 188 234 304 394 501 613 717 843 1,048 1,315 1,634 1,963

高齢化率 3.7% 3.7% 4.1% 4.3% 4.6% 5.2% 6.1% 7.2% 8.3% 9.7% 11.9% 14.9% 18.5% 22.1%


資料：総務省「国勢調査」

府の人口を5歳階級別の人口ピラミッドでみると、昭和55年では高度経済成長期に大量に転入して比率を高めた世代と第1次ベビーブーム世代（団塊の世代・昭和22～24年）が重なって大きな膨らみができていますが、この層が平成24年には65歳以上の高齢期をむかえる年齢となっています。
【人口ピラミッド―大阪府（昭和55年、平成7年、平成22年）】
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0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80歳以上


[image: image6.emf]年齢区分 平成22年（大阪府）
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[image: image7.emf]年齢区分 平成７年（大阪府）
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[image: image8.emf]年齢区分 平成22年（全国）
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資料：総務省「国勢調査」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（左：男性、右：女性）
府の高齢化率は、平成22年時点では22.1％と全国の高齢化率22.8％と比べると0.7ポイント低いものの、高度経済成長期に大量に転入した世代や第一次ベビーブーム世代の加齢等により、今後、全国平均を上回る速さで高齢化が進展すると見込まれます。
平成22年10月1日時点の府内市町村の高齢化率は千早赤阪村が31.2％と最も高く、次いで岬町が30.5％、豊能町が27.5％、能勢町が27.3％、河内長野市が25.0％などとなっています。

一方、高齢化率が最も低いのは和泉市の18.7％で、次いで茨木市が19.5％、吹田市が19.6％、泉大津市が19.8％などとなっています。

【市町村別高齢化率】
[image: image9.emf]平成12年 平成17年 平成22年

増減

（17～22年）

大 阪 府 14.9 18.5 22.1 3.6

大 阪 市 17.1 20.1 22.5 2.4

豊 中 市 14.4 18.4 22.0 3.6

池 田 市 15.0 18.7 21.9 3.2

吹 田 市 12.9 16.1 19.6 3.5

箕 面 市 13.4 16.8 21.4 4.6

豊 能 町 14.2 19.3 27.5 8.2

能 勢 町 19.0 22.6 27.3 4.7

高 槻 市 14.4 19.0 23.2 4.2

茨 木 市 12.4 15.5 19.5 4.0

摂 津 市 11.6 14.9 20.0 5.1

島 本 町 13.3 16.9 21.4 4.5

守 口 市 15.3 19.9 24.4 4.5

枚 方 市 12.4 16.2 21.3 5.1

寝屋川市 12.6 17.3 23.1 5.8

大 東 市 12.3 16.2 20.7 4.5

門 真 市 12.4 17.6 22.9 5.3

四條畷市 12.1 15.7 20.2 4.5

交 野 市 11.9 16.5 21.4 4.9

八 尾 市 14.8 19.2 23.0 3.8

柏 原 市 13.4 16.9 21.3 4.4

東大阪市 14.6 18.4 22.5 4.1

富田林市 13.7 17.6 21.9 4.3

河内長野市 15.1 19.3 25.0 5.7

松 原 市 14.5 19.1 24.0 4.9

羽曳野市 15.3 19.2 23.5 4.3

藤井寺市 15.5 19.2 22.7 3.5

大阪狭山市 13.4 17.2 22.2 5.0

太 子 町 13.9 16.5 21.1 4.6

河 南 町 16.8 19.6 24.6 5.0

(旧美原町) 15.2 － － －

千早赤阪村 19.9 24.3 31.2 6.9

堺 市 14.8 18.6 22.5 3.9

岸和田市 15.5 18.8 22.0 3.2

泉大津市 13.8 16.4 19.8 3.4

貝 塚 市 15.5 18.3 21.5 3.2

泉佐野市 15.6 18.6 21.6 3.0

和 泉 市 12.7 15.7 18.7 3.0

高 石 市 15.4 18.8 22.6 3.8

泉 南 市 14.4 18.6 22.6 4.0

阪 南 市 13.6 17.4 22.5 5.1

忠 岡 町 16.6 19.8 22.7 2.9

熊 取 町 12.5 15.6 20.3 4.7

田 尻 町 19.0 20.3 21.4 1.1

岬 町 21.5 26.0 30.5 4.5

市町村名

％



資料：総務省「国勢調査」
高齢化率を圏域別でみると、南河内圏が最も高く、泉州圏が最も低くなっています。

高齢化率の伸びを見ますと、平成17年から22年にかけて、大阪市圏の2.4ポイント増から北河内圏の5.1ポイント増と、全圏域において急速に高齢化が進んでいます。
【圏域別高齢化率】
[image: image10.emf]（単位：人）

総数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率 総数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率 総数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

府合計 8,805,081 1,249,955 6,224,186 1,315,213 14.9% 8,817,166 1,211,257 5,913,558 1,634,218 18.5% 8,865,245 1,165,200 5,648,070 1,962,748 22.1%

大阪市 2,598,774 327,851 1,822,803 444,740 17.1% 2,628,811 315,143 1,749,851 529,692 20.1% 2,665,314 308,093 1,734,432 598,835 22.5%

豊　能 1,005,977 143,908 720,803 139,853 13.9% 1,006,084 139,544 685,861 176,099 17.5% 1,012,902 138,691 655,933 215,364 21.3%

三　島 733,276 104,913 528,910 97,802 13.3% 733,848 103,239 502,641 125,946 17.2% 744,836 105,278 477,353 159,284 21.4%

北河内 1,202,287 179,161 866,085 153,301 12.8% 1,186,521 171,853 805,856 202,157 17.0% 1,185,935 159,893 748,856 262,014 22.1%

中河内 869,098 125,751 615,299 126,378 14.5% 864,342 121,134 578,479 160,199 18.5% 855,766 108,128 522,097 193,025 22.6%

南河内 699,293 107,950 487,666 103,100 14.7% 649,601 95,316 432,544 121,567 18.7% 636,008 86,625 399,148 148,908 23.4%

堺　市 792,018 112,880 560,265 117,354 14.8% 830,966 117,321 553,460 154,857 18.6% 841,966 117,750 531,324 189,318 22.5%

泉　州 904,358 147,541 622,355 132,685 14.7% 916,993 147,707 604,866 163,701 17.9% 922,518 140,742 578,927 196,000 21.2%

圏域名

平成12年 平成17年 平成22年


資料：総務省「国勢調査」
第２項　高齢化の要因

わが国における高齢化の要因としては、大きく分けて①平均寿命の延伸による65歳人口の増加と②少子化の進行による若年人口の減少があげられます。

わが国の平均寿命は、年々上昇傾向にあり、厚生労働省の「簡易生命表」でみると平成22年では女性が86.39歳、男性が79.64歳と世界有数の長寿国となっています。

府の平均寿命を平成17年の「都道府県別生命表」でみると女性が85.20歳、男性が78.21歳で、男性は47都道府県中36位、女性は44位となっています。
【平均寿命の推移】
[image: image11.emf]昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

男性 大阪府 68.02 70.16 71.60 72.96 74.01 75.02 75.90 76.97 78.21 －

(歳) 全　国 67.74 69.31 71.73 73.35 74.78 75.92 76.38 77.72 78.56 79.64

女性 大阪府 73.30 75.21 76.57 78.36 79.84 81.16 82.52 84.01 85.20 －

(歳) 全　国 72.92 74.66 76.89 78.76 80.48 81.90 82.85 84.60 85.52 86.39


資料：大阪府は厚生労働省「都道府県別生命表」（5年ごとに公表）

全国の昭和40年～平成17年は厚生労働省「完全生命表」、平成22年は「簡易生命表」

全国の出生数を「人口動態調査」でみると、第2次ベビーブーム（昭和46～48年）をピークとして減少傾向にあり、平成22年では約107万人、出生率（人口千人当たりの出生数）は8.5となっています。また、合計特殊出生率（１人の女子が一生の間に産むと推計される平均子ども数）も人口が増減せずに均衡する上で必要とされる2.1を大きく下回る1.39となっています。なお、府の平成22年の出生数は、約7万5千人で出生率は8.6と全国を上回るものの、合計特殊出生率は1.33で全国より低くなっています。

【出生数及び出生率、合計特殊出生率の推移】
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[image: image13.emf]昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

出生数 大阪府 95,012 147,249 169,880 150,653 111,956 100,328 86,840 86,076 88,163 76,111 75,080

(人) 全　国 1,606,041 1,823,697 1,934,239 1,901,440 1,576,889 1,431,577 1,221,585 1,187,064 1,190,547 1,062,530 1,071,304

出生率 大阪府 17.3 22.1 22.8 18.6 13.5 11.8 10.1 10.0 10.2 8.8 8.6

(人口千対) 全　国 17.2 18.6 18.8 17.1 13.6 11.9 10.0 9.6 9.5 8.4 8.5

合計特殊 大阪府 1.81 2.20 2.17 1.90 1.67 1.69 1.46 1.33 1.31 1.21 1.33

出生率 全　国 2.00 2.14 2.13 1.91 1.75 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39


資料：厚生労働省「人口動態統計」

わが国の死亡率（人口千人当たりの死亡数）は、生活水準の向上、生活環境の改善、栄養の改善、医療技術の進歩等により低い水準で推移していますが、近年は、高齢者の割合の増加に伴い上昇傾向にあり、「人口動態統計」でみると平成22年の死亡数は約120万人で、死亡率（人口千人当たりの死亡数）は9.5となっています。

なお、府の死亡数は平成22年で約７万7千人、死亡率は全国を下回り8.8となっています。

【死亡数・死亡率の推移】
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[image: image15.emf]昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

死亡数 大阪府 35,253 36,860 40,464 41,299 44,272 48,152 52,844 58,255 61,315 68,648 76,556

（人） 全　国 706,599 700,438 712,962 702,275 722,801 752,283 820,305 922,139 961,653 1,083,796 1,197,012

死亡率 大阪府 6.4 5.5 5.4 5.1 5.3 5.7 6.2 6.8 7.1 7.9 8.8

（人口千対） 全　国 7.6 7.1 6.9 6.3 6.2 6.3 6.7 7.4 7.7 8.6 9.5


資料：厚生労働省「人口動態統計」

第３項　高齢者のいる一般世帯の状況

65歳以上の高齢者のいる一般世帯は、急速な高齢化に伴って増加しています。

府では、平成22年が134万5444世帯となり、平成17年に比べ17.8％ 20万3313世帯増加しています。一般世帯全体に占める割合も平成12年では27.2％、平成17年では31.8％、平成22年では35.2％と上昇が続いています。

高齢単身世帯（65歳以上の単独世帯）は、平成22年では43万2816世帯となり、平成17年に比べ27.0％ 9万1906世帯増加しています。

また、いずれかが65歳以上の、夫婦のみの世帯は、40万9723世帯となり、平成17年に比べ17.2％ 6万68世帯増加しています。うち夫婦共に65歳以上の世帯は31万9755世帯となり、26.1％ 6万6120世帯増加しています。

　
【大阪府における高齢者のいる一般世帯の状況】
[image: image16.emf]世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 12～17 17～22

一般世帯数 3.9% 6.5%

65歳以上世帯員がいる世帯 939,894 100.0% 1,142,131 100.0% 1,345,444 100.0% 21.5% 17.8%

（一般世帯に占める割合） (27.2%) (31.8%) (35.2%) 16.9% 10.6%

同居世帯 405,748 43.2% 451,566 39.5% 502,905 37.4% 11.3% 11.4%

夫婦のみの世帯 279,039 29.7% 349,655 30.6% 409,723 30.5% 25.3% 17.2%

（うち夫婦共に65歳以上） (189,707) (20.2%) (253,635) (22.2%) (319,755) (23.8%) (33.7%) (26.1%)

単独世帯 255,107 27.1% 340,910 29.8% 432,816 32.2% 33.6% 27.0%

増減率 平成22年 平成17年 平成12年
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資料：総務省「国勢調査」

第４項　高齢者のいる一般世帯の住宅の状況

国勢調査によると、大阪府における平成22年の65歳以上の高齢者のいる一般世帯の住宅の所有関係は、持ち家に住む世帯が67.1％、次いで民営の借家18.5％、公営の借家9.7％の順となり、都市機構・公社等を含めた借家に住む総世帯は32.1％となっています。

【大阪府における高齢者のいる一般世帯の住宅所有関係別世帯数】
[image: image17.emf]平成12年 平成17年 平成22年 平成12年 平成17年 平成22年 12～17年 17～22年 12～17年 17～22年

937,213 1,139,541 1,341,743 100.0% 100.0% 100.0% 202,328 202,202 21.6% 17.7%

930,320 1,131,614 1,330,958 99.3% 99.3% 99.2% 201,294 199,344 21.6% 17.6%

618,131 755,685 899,846 66.0% 66.3% 67.1% 137,554 144,161 22.3% 19.1%

312,189 375,929 431,112 33.3% 33.0% 32.1% 63,740 55,183 20.4% 14.7%

公営の借家

90,132 113,250 129,647 9.6% 9.9% 9.7% 23,118 16,397 25.6% 14.5%

公団・公社の借家

31,188 42,315 48,312 3.3% 3.7% 3.6% 11,127 5,997 35.7% 14.2%

民営の借家

186,232 216,254 248,568 19.9% 19.0% 18.5% 30,022 32,314 16.1% 14.9%

給与住宅

4,637 4,110 4,585 0.5% 0.4% 0.3% -527  475 -11.4% 11.6%

6,893 7,927 10,785 0.7% 0.7% 0.8% 1,034 2,858 15.0% 36.1%

割合（％） 世帯数 増減率 増減数
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資料：総務省「国勢調査」
第５項　高齢者の受診状況
(1) 医療費の状況
近年の急速な高齢化の進展に伴い、国全体の高齢者にかかる医療費は年々増大し続けており、国民医療費の約半分を占める状況にあります。
また、府における「高齢者の一人当たり医療費」の平成21年度までの状況は、65歳から74歳の高齢者及び75歳以上の高齢者ともに全国で４番目に高く、全国の平均額と比較すると65歳から74歳の高齢者は13％、75歳以上の高齢者は17%程度それぞれ高い状況にあります。（平成19年度の75歳以上の高齢者における状況は老人保健法による老人医療受給者（65歳以上）に係るもの）
さらに、75歳以上の高齢者における平成21年度入院・通院別の「高齢者の一人当たり診療費」で比較すると、入院では全国平均に比べて約11％程度高く、通院では全国平均に比べ約15％程度高くなっています。「高齢者の一人当たり診療費」の高い都道府県では、入院にかかる「一人当たり診療費」の方が高くなる傾向にあるのに対し、府では通院のほうが高くなっているのが特徴です。
高齢者の医療費の水準は、地域における疾病の発生状況及び患者の受診動向、地域における医療提供体制の状況のほか、保健事業及び介護サービスの状況等も関連があるとされています。

【国民医療費の状況（全国）】
	
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	国民医療費総計
	34.1兆円
	34.8兆円
	36.0兆円

	
	対前年度比
	+3.0％
	+2.0％
	+3.4％

	うち、６５歳以上高齢者
	18.3兆円
	19.0兆円
	19.9兆円

	
	６５歳以上医療費が占める割合
	53.6％
	54.6％
	55.4％

	
	
	
	
	

	うち、７５歳以上高齢者（再掲）
	10.5兆円
	11.0兆円
	11.7兆円

	
	７５歳以上医療費が占める割合
	30.9％
	31.5％
	32.6％

	
	
	
	
	


（注）対前年度比は「円」単位、上記医療費は「兆円」単位のため数値はあわない。
【６５歳から７４歳の高齢者一人当たり医療費（診療費）の推移】
	国民健康保険被保険者
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	大阪府（総額）
	
	47.0万円
	53.0万円

	
	うち、通院にかかる「一人当たり診療費」
	
	24.8万円
	27.8万円

	
	うち、入院にかかる「一人当たり診療費」
	
	16.9万円
	19.0万円

	全国平均（総額）
	
	41.6万円
	46.9万円

	
	うち、通院にかかる「一人当たり診療費」
	
	22.7万円
	25.6万円

	
	うち、入院にかかる「一人当たり診療費」
	
	15.3万円
	17.3万円


＊　上記表は、国民健康保険被保険者のうち、65歳から74歳の高齢者に係るもの。
また、総額には、上記以外に「歯科診療分」、「その他療養費等」が含まれる。
＊　なお、平成19年度分は、65歳から74歳の高齢者に係るデータがないため、記載していない。
【７５歳以上の高齢者一人当たり医療費（診療費）の推移】
	後期高齢者医療制度被保険者
	平成19年度
	平成20年度
	平成21年度

	大阪府（総額）
	102.7万円
	101.1万円
	103.1万円

	
	うち、通院にかかる「一人当たり診療費」
	47.3万円
	45.6万円
	46.4万円

	
	うち、入院にかかる「一人当たり診療費」
	47.7万円
	47.6万円
	48.7万円

	全国平均（総額）
	87.0万円
	86.5万円
	88.2万円

	
	うち、通院にかかる「一人当たり診療費」
	39.9万円
	39.5万円
	40.5万円

	
	うち、入院にかかる「一人当たり診療費」
	43.2万円
	43.1万円
	43.7万円


＊　上記表は、老人保健制度（平成19年度）及び後期高齢者医療制度（平成20・21年度）において、一定の障がいがあると認定され、制度の対象となった65歳以上の高齢者を含む。
また、総額には、上記以外に「歯科診療分」、「その他療養費等」が含まれる。
資料：厚生労働省「平成20年度国民医療費」「平成20年度、21年度国民健康保険事業年報」
「平成19年度老人医療事業年報」「平成20年度、21年度後期高齢者医療事業年報」
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(2) 受療動向
疾患別の1人当たりの医療費の状況を見ると、大阪府は全国に比べ、消化器疾患、内分泌代謝疾患・腎不全が多くなっています。
＜７５歳以上＞後期高齢者医療制度被保険者１人あたり医療費（全国との比較：疾患別）

　　　　　　（単位：円）
	
	悪 性
新生物
	循環器
疾 患
	内分泌
代謝・
腎不全等
	消化器
疾 患
	その他の内科疾患
	整形外科疾 患
	精神神経疾 患
	その他
	合 計

	全 国
	5,520
	17,430
	8,390
	5,070
	4,980
	4,580
	5,130
	7,310
	58,420

	大 阪
	6,090
	18,14０
	9,430
	6,990
	5,720
	5,060
	4,590
	8,300
	64,330


　＊各項目の数値は、端数調整を行っているため合計金額と合致しない。
　＜７５歳未満＞国民健康保険被保険者１人あたり疾患別医療費（全国との比較：疾患別）
　　　　　　　　（単位：円）
	
	悪 性
新生物
	循環器
疾 患
	内分泌
代謝・
腎不全等
	消化器
疾 患
	その他の内科疾患
	整形外科疾 患
	精神神経疾 患
	その他
	合 計

	全 国
	2,347 
	3,239 
	2,552 
	2,770 
	1,406 
	1,289 
	2,520 
	2,145 
	18,268

	大 阪
	2,793 
	3,649 
	2,818 
	3,314 
	1,706 
	1,368 
	2,254 
	2,312 
	20,214
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第２節　計画期間における将来人口推計 
この計画における将来人口は、府で作成した「人口推計ワークシート」等を用いて市町村が推計した人口を集計したものです。

府内の高齢者人口は、計画期間の最終年度である平成26年度では 2,207,170人  （高齢化率24.9％）に達する見込みです。
【大阪府の将来人口推計】
(単位：人)　　　　　　
	
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度

	総人口
	8,891,526 
	8,882,445 
	8,870,013 

	40～64歳
	3,004,180 
	2,988,098 
	2,971,006 

	65歳以上

高齢化率
	2,048,529 

23.0%
	2,130,634 
24.0%
	2,207,170 
24.9%
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【全国の人口推移】
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（参考）


全国　高齢化率：22.8％


大阪府高齢化率：22.1％









